
   

   

   

   

 

 

 

日本人の死因は、1 位：がん、２位：心臓病、３位：脳卒中、４位が

肺炎となっていますが、特に高齢者が肺炎にかかると重症化しやすく、

年齢と共に肺炎による死亡率が高くなっています。 

肺炎球菌ワクチンは、肺炎の中で最も多い原因となる肺炎球菌によっ

て起こる病気を防ぐワクチンで、免疫効果は、接種後５年以上続くとい

われています。 

留寿都村では、高齢者の肺炎を予防するため、肺炎球菌ワクチンの予

防接種費用の一部を助成します。 

 

対象者は 

ワクチンの接種日に、留寿都村に住所がある７０歳以上（６５歳

以上で医師が必要と認めた方を含む）の方で、この事業による助成

を受けたことがない方 

※ 予防接種に対して医療保険の適用がある方は除きます。 

注 この事業による助成は、生涯１回限りです。 

 

接種医療機関 

留寿都診療所 

  注： 他の医療機関で接種した場合は助成の対象になりません。 

 

接種費用と助成額は 

接種費用は、５，８６０円です。 

このうち、３，０００円を村で助成します。 

 

接種を受けるには 

   留寿都診療所に事前に申し込みが必要です。 

（電話 46－3774） 

注 ワクチン接種時に申請書を提出していただきます 

ので、印鑑を持参してください。 

 

 

※ 近年、接種希望者の増加から、ワクチンの入手に時間を要することがあります。 受付してから接種できるまで日数がかかることがありますのでご了承願います。 
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肺炎球菌ワクチン予防接種とは 

   高齢者の肺炎の原因の中で、最も頻度の高い「肺炎球菌」という細菌

感染を予防するワクチンです。肺炎球菌には８０種類以上の型がありま

すが、肺炎球菌ワクチン接種によりそのうちの２３種類に対して免疫を

つけることができます。接種により肺炎球菌による肺炎の８割に効果が

あるといわれています。 

   ただし、「肺炎球菌ワクチンはすべての肺炎に有効ということではな

い」ことをご理解ください。 

 

肺炎球菌ワクチンの効果 

   ワクチンの接種後、免疫ができるまでに平均３週間ほどかかります。

また、１回の接種で免疫効果は５年以上に渡って持続するといわれてい

ます。 

   肺炎球菌に対する免疫ができると、肺炎にかかっても軽い症状で済む

効果があります。 

 

肺炎球菌ワクチンとインフルエンザ予防接種について 

   インフルエンザによって肺炎になることも少なくありません。両方の

予防接種を受けることで、より肺炎の予防効果があるといわれています。 

   肺炎球菌ワクチンの接種をお受けになった年でもインフルエンザ予防

接種を受けることができます。ただし、接種間隔は６日以上あけて接種

してください。 

 

肺炎球菌ワクチン予防接種を受けるにあたっては 

   予防接種は体調の良いときに受けることが原則です。また、安全に予

防接種が受けられるように、かかりつけの医師と相談のうえ予防接種の

効果や副反応について十分理解していただき、予防接種を受けることを

お勧めします。 

 

 

ご不明な点は、役場保健医療課（電話 ４６－３１３１）へ 

お問い合わせください。 


